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西
宮
市
甲
風
園
一
―
一
―
五　
　

法
貴
皮
膚
科
内

第
22
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

　

４
月
18
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
「
医
師
法

21
条
再
論
考
と
医
療
事
故
調
査
制
度
」
を
テ
ー

マ
に
第
22
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
佐
藤
一
樹
先
生(

一
般
社
団
法
人
日
本

医
療
法
人
協
会
「
現
場
か
ら
の
医
療
事
故
調

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
委
員
会
」
委
員
、
東
京

都
葛
飾
区
・
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長
）
が
講
師
、 

鵜
飼
万
貴
子
弁
護
士
（
大

阪
市
・
米
田
泰
邦
法
律
事
務
所
）
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
、
医
師
・
医
療
事
務
ら
18
人

が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先

生
（
西
宮
市
・
半
田
医
院
）
の
感
想
文
を
掲

載
す
る
。

　

雨
の
多
か
っ
た
４
月
に
久
し
ぶ
り
に
晴
天
と

な
っ
た
18
日
（
土
）
、
西
宮
市
民
会
館
に
て
兵

庫
県
保
険
医
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部　

医
療
過

誤
・
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
22
回
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
10
月
か
ら
始
ま
る
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
を
見
据
え
て
、
自
身
が
医
療
事
故

訴
訟
の
冤
罪
に
よ
る
被
告
と
な
り
、
無
罪
を
勝

ち
取
っ
た
現
役
開
業
医
の
佐
藤
先
生
を
お
招
き

し
て
、
上
記
演
題
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

多
く
の
医
師
は
、
医
療
関
連
の
予
期
し
な
い

会場からも熱心な質問が出され、医療事故調のあるべき姿について討論した

死
亡
例
は
、
異
常
死
と
し
て
医
師
法
21
条
に
基

づ
い
て
警
察
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。
で
も
そ
れ
は
誤
り
。
21
条
で
は
体
表

に
異
常
の
あ
る
「
異
常
死
体
」
に
限
り
届
け
る

と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
先
生
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
、
２
０
１
２
年
に
厚
生

労
働
省
、
医
師
会
等
に
周
知
徹
底
さ
せ
、
死
亡

診
断
書
マ
ニ
ュ
ア
ル
26
年
度
版
か
ら
そ
れ
に

沿
っ
た
記
載
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
今
年
度
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
医
療

事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
あ
る
。
医

療
事
故
調
査
は
、
本
来
事
実
経
過
の
把
握
、
原

因
分
析
が
主
体
で
、
現
場
の
医
療
関
係
者
の
声

を
ま
と
め
た
も
の
が
大
切
、
早
期
に
開
催
し
、

関
係
者
全
員
に
聞
き
取
り
調
査
し
、
主
観
や
評

価
を
せ
ず
に
作
成
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
事
故
調
査
の
隠
れ
た
目
的
と
し
て
、

紛
争
対
策
や
、
患
者
側
や
社
会
の
攻
撃
を
か
わ

す
た
め
の
報
告
書
作
成
の
面
が
あ
り
、
現
実
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

独
立
性
を
も
っ
た
、
医
療
事
故
調
査
シ
ス
テ
ム

が
必
要
と
な
り
、
今
年
か
ら
運
用
に
入
る
こ
と

と
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
事
業
を
本
来
の
目
的

で
あ
る
医
療
安
全
の
た
め
に
活
用
す
る
に
は
、

右から、講師の佐藤先生、アドバイザーの鵜飼先生、司会の半田先生。医療事故調の

問題点などについてそれぞれの立場から発言し、意見交換を行った。

医
療
事
故
調
を
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム

に
す
る
た
め
現
場
か
ら
意
見
を

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
24
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
勉
強
会
（
３
・

28
）

②
支
部
お
花
見
会
（
４
・
４
）

③
第
22
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
４
・

18
）

【
予
定
・
企
画
】

①
借
り
上
げ
復
興
住
宅
入
居
者
と
の
懇
談

（
５
・
９
）

②
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
５
・

13
）

③
院
内
感
染
対
策
研
修
会
「
Ｂ
Ｂ
Ｐ(
血
液

伝
播
病
原
体)

コ
ー
ス
」
（
６
・
20
）

④
職
員
接
遇
研
修
会
（
６
・
27
）

⑤
第
32
回
漢
方
研
究
会
（
７
・
11
）

⑥
英
語
で
診
療M

e
d
i
c
a
i
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
43

（
７
・
17
）

⑦
第
35
回
支
部
総
会
（
７
・
18
）

⑧
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

⑨
被
災
地
物
産
展
・
被
災
地
支
援
と
交
流
の

企
画

⑩
新
規
開
業
医
懇
談
会

【
協
会
行
事
】

①
第
87
回
評
議
員
会
（
５
・
17
）

②
保
団
連
第
45
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
７
・
４

～
５
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

非
懲
罰
性
、
秘
匿
性
、
独
立
性
、
専
門
家
に
よ

る
分
析
、
適
時
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
、
佐
藤
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
現
場
か

ら
の
医
療
を
守
る
会
が
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
に

す
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
が
、
ま
だ
問
題
も
多

い
。
今
後
と
も
現
場
か
ら
多
く
の
意
見
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

最
後
に
鵜
飼
弁
護
士
か
ら
、
診
療
所
の
医
師

も
、
予
期
せ
ぬ
死
亡
例
が
出
た
場
合
は
、
セ
ン

タ
ー
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
付
け
足

さ
れ
た
。
開
業
医
と
て
、
う
か
う
か
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

【
西
宮
市
・
半
田
医
院　

半
田
伸
夫
】
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　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

第
30
回
在
宅
医
療
研
究
会

業
者
か
ら
見
た
在
宅
現
場
の
生
の
状
況
を
報
告

　

２
月
28
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
「
①
業
者
か

ら
見
た
診
療
報
酬
改
定
後
の
実
態
」｢

②
在
宅

に
お
け
る
睡
眠
検
査
と
合
併
症
」
を
テ
ー
マ
に

第
30
回
在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催
。
ミ
ヤ
コ
在

宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
第
一
営
業
部
課
長

の
東
野
健
悟
氏
が
講
師
、
西
宮
市
・
川
崎
医
院

の
川
﨑
史
寛
先
生
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
９
人
が
参
加
し
た
。
参

加
者
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
度
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
西
宮
・
芦
屋

支
部
第
30
回
在
宅
医
療
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療

サ
ー
ビ
ス
㈱
東
野
健
悟
氏
の
ご
講
演
で
し
た
。

　

昨
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
、
診
療

内
容
を
大
幅
に
シ
フ
ト
し
た
医
療
機
関
の
実
態

や
在
宅
医
療
開
始
に
あ
た
り
施
設
・
病
院
の
地

域
連
携
室
と
の
関
わ
り
な
ど
、
医
療
に
携
わ
る

業
者
か
ら
見
た
現
場
の
生
の
状
況
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
設
置
に
出
向
い
た
際
の
患
者
と
の

や
り
取
り
か
ら
垣
間
見
る
業
者
側
の
心
情
で
し

た
。
事
例
紹
介
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
雇
用
に
関
す

る
驚
く
べ
き
違
法
行
為
が
あ
っ
た
介
護
施
設
と

近
畿
厚
生
局
の
介
入
と
い
っ
た
事
例
の
報
告
が

あ
り
、
週
刊
誌
ネ
タ
が
こ
ん
な
身
近
に
・
・
と

改
め
て
驚
き
ま
し
た
。

　

最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
か
ら
認
知
度
が
高

ま
っ
て
い
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
テ
ー
マ

で
は
、
生
活
習
慣
病
や
消
化
器
疾
患
と
の
関
連

な
ど
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。
さ
ら
に
医
療
事

務
の
点
か
ら
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
お
け
る

返
戻
・
減
点
の
傾
向
や
レ
セ
プ
ト
・
コ
メ
ン
ト

等
の
注
意
点
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
総
じ

て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
業
者
と
し
て
の
患
者
・
医
療
機
関

と
の
関
わ
り
で
、
各
々
の
視
点
・
立
場
に
立
ち

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
東
野
氏
の
姿

勢
に
は
、
民
間
企
業
に
あ
り
が
ち
な
営
利
目
的

だ
け
で
は
な
い
「
熱
い
思
い
」
を
感
じ
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

 

【
西
宮
市
・
ふ
な
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク 

上
田
謙
志
】

講師を務めた東野氏

  西宮 ･ 芦屋支部 第 35 回総会記念市民公開企画

　　　　　　100 人の村　
　あなたもここに生きています
 日　時 ：7月18日 ( 土 ) 14時30分～（会場 14 時）

　　　　  総会議事 14 時～   懇親会 17 時 30 分～

 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

 お話し ：ドイツ文学翻訳家・ 口承文芸研究家

　 　　　　　 　池田 香代子 氏

   
入場料 

：無料
　※どなたでもご参加いただけますが、できる限り事前のお申込みをお願いいたします。

池田 香代子（いけだ　かよこ） さん ご略歴：

　東京・杉並区生まれ。ドイツ文学翻訳家・ 口承文芸研究家。
　著書に『世界がもし 100 人の村だったら』シリーズ、『引き返す道はもうな
いのだから』、翻訳はグリム童話はじめ『夜と霧 新版』、『ソフィーの世界』な
ど多数。

◆お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803 ◆

　今年の総会記念市民公開企画は、ベ
ストセラー『世界がもし 100 人の村だっ
たら』で知られるドイツ文学翻訳家の
池田香代子さんに、戦後 70 年の節目の
今、平和と人権の大切さについて、４
年を経た東日本大震災と原発事故とい
う歴史的経験にもふれながらお話しい
ただきます。
　医師・歯科医師・薬剤師の先生はも
ちろん、ご家族、スタッフやお知り合
いの方など、ぜひ多数お誘いあわせの
うえご参加ください。

　４月４日、支部お花見会を開催。直前まで雨の予報だっ
たため、支部世話人の安岡眞奈美先生（西宮市・安岡ク
リニック）のご自宅で開催し、７人が参加した。
　参加者はお花見弁当や、それぞれが持ち寄った飲み物・
食べ物を囲みながら、開業当初の思い出を振り返ったり、
日常診療などについて語り合い、交流を深めあった。
　予報に反して当日は晴天となったため、食事後は阪急
苦楽園口付近の満開の桜並木の散策も行った。

  支部お花見会　　お花見弁当を囲んで交流を深めあう

お花見弁当を囲んで乾杯する参加者


